





















第一段は、「少人・:さくらいろなり」。第二段は、「しろ・き・:こしにきしたり」の部分。第一一一段は、「さりたうの:・すかたなり」である。第一段では、「少人」の天王寺でのありさまが書かれている。「少人」とは、少年、つまり稚児のこ である(以下稚児とす )。その稚児の年は十五、顔は丸みを荷び、愛々しく桜色をしているという。第二段は、稚児のまとっている衣裳に関する記述である。白い小袖を着て、生絹織の大口袴には「洲流し」(紹地に金、銀の砂子を置き散らして、洲を流れ 水の様子をかたどった模様)をあしらってある。そしてアゑこは」 直垂と、小袴 つけている。それらには、白い生絹の裏地がついており、白い糸の結紐と菊綴がなされている。丹漆に箔をほどこした空色の扇(扇而には月
が描かれ いたか)を持ち、笛を腰にさしていた、という。
第三段は、記述者の印象にのこった稚児の行動について描写した部分である。舎利堂 内の開








その内容から三段に別けること[~[ 1 公家主子()!何者I胤 PJ;(色の本!日lt'li Ý.'. J 光HH I\ I反)
天王寺はいうまでもなく、四
天王寺のことであるから、この稚児が四天王寺にいた稚児であることがわかる。天王寺は、御所の大内楽所(京都楽所ともいう)、興福寺・春日大社・東大寺などの南都楽所(奈良)と援ぶ三方楽所 一である。天王寺楽所に隠しては 『徒然草」第二百二十段に、次 ような記述がある。
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袴であったかは筆者にはわからない。だが、「法体装束抄」の記述を見る限り、色などにはあまり厳しい制制限はなかったようである。それよりも、生地の素材や、紐 通し方、結び方により注意が向けられている。 といって、色が重要ではないかといえば、そうは一一一一口えまい。「ゑこは」が色名をさすのか、 いは文掠の種類をさす言葉 の は、今後の課題としておきたい。ともあれ、この稚児装束に関する詳細 記述は、今後、稚児研究 貴重な一資料と るだろう。ところで、この稚児は空色の一廓を持ち、笛を腰にさしていた。扇は稚児の持物の一つである。
ただし、笛は必ずしも持っていなければならないもの はないから この推鬼は童舞を舞う人ではなく、笛が達者な楽人 一人であったので ないだろうか。























り、その影響により 様々な稚児に関 る物語や絵巻物などが作られたことも また事実である。
「天王寺少人の記」に話を戻そう。これが舎かれたのは、年号記載のある他の像内納入品から
考えても 平安末期から遅く も鎌倉前期 あ 可能性が高 。つま 記を書 人物平安末期から鎌倉前期に生き いた人であり さらに想像をたくましくすると、身分がそ ほど高くない(権力があまり い)か、あるいは性格的にはどちらか いえばひかえめな人物であったのでは かと、筆者は考える。なぜなら、この記が恐らく来世に稚児と結ぼれる とを祈念して仏像内に入れられたものである 忠われ からである。現世において稚児 ょせ 思いが成就していたなら、このような文書を仏像内に入れ 必要はない。身分が高 ったり いは積撞的な僧であれば、恋歌や恋文 どを贈って、現世での恋 成就を何としてもなしとげ う するはずである。だが、この記述者はちがう。彼は 成就し得なかった恋 来世 実現しようと願っているのである。すなわちこの「天王寺少人の記」は、阿弥陀仏と結縁する を目的とする ともに、こ 稚克とも結縁したいというこ重の結縁意識に基づいて書かれたものではな
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